










































































































































































































なお、アンケー 卜調査は孜々の保有する出業所 リス トに基づ
いて実施したため、この結果が和歌山の製造業の全てではな
L 、。 しかし、ある程度の実体が見えていると思われる。







リI匁li手数 現 ~L ~が ~社長の 似合~tの一部 その 1自 ftl 創 m籾1mが自IJ:la として創潟
J 也l.1:l 1.9 0.3 0.0 0.0 2.2 一5 - 10fl~ 2.5 1.1 1.1 0.3 2.5 一10-20年 4.7 1.4 1.9 0.5 8.5 つ5~357 一 f-ーーー 一13.2 4.1 1.1 0.8 19.2 
ー 一30-50作 14.5 23.3 2.2 3.0 43.0 一50is以ヒ 1.4 20.3 0.5 2.5 24.7 























経営 )j針 ①新製品のI}fJ允により、先れる製品作り。③コス ト ダウンによる利t.~Iì((I保
会社 ・製品の ①成期i段附 (47%) ②説iJd段附 (15%)
JVZ 発!¥ Jl. ③初JUJ段階 (9%) ④成長刷物 (9%) 
同社の強み ①fJ川がある ②公定した取引先がある
続1:tC の，rr~ ①版光ノ1の!~強
脚 lLr @新~rlllllの IJtJ~
lJ :!I 内界 ①新たえ('J~業に取り組む(約 6 決1])②今のよまの~M位だけを悦ける(約35%)
一脱 J呉拡六 ①鉱大する (45%) ②現状維持 (40%)
技術開兜 ①積極的に取り組む(約4削)
技術'Wt~ の ①制足 (3響1])
hl~ 足 I立 @不満 (4削)
nネ1:の利点 (同地他社と比校して〉①販売)J ②研究 ・新製品開発力









。納j聞の片j ~ 1 0世間の変化に対する対応
。クレーム処11 1 0新製品IJIJ鎚 ・イeji1j・世保h
O取引先のニーズへの対応 1 0新lJ'~凪IJfJへのìit断性
。技術ノJ 1 01，染力
以 1:(3)の和歌山の製造業の経営夫態と(4)の他府県の同
業者の比較僻価から和歌山の製造業の続釘341醤を総括す
ると、全体として、以ドの傾向が強いと，皆、われる。
・3佐歴は山く、長年の信用、取引先により営撲を行っ
ている。
-取引先のニーズには熱心に応えて来て、抑制Iiされて
いる。
-経常者の'JT嫌に対する熱:留は強いが、問極的'JH住民
(J3 ) 
聞は少ない0
・会社、製品共に成熟段階を過ぎつつあり、やや祈力
を失いかけている。
-時代の変化への対応が遅れており、経営の近代化も
迎れている。
-自らの弱点を総閲しており、その際組は新製品開発
であり、販売力である。
・しかし、それを切り|淵く人材、情報、技術に火けて
いる。
. 
4 .和歌山企業の活性化に向けて
日本の経済の再活性化を日折して、ベンチャーブームが起
こっている。ベンチャー企業は未完成の技術と前力だけが取
り柄であり、その他の経営資源を持ち合わせていない。これ
を支援しようとしているのが今のベンチャーブームである。
官民あげての支援の多くが資金であり、これだけでは経?:?を
支えるブJにはなりねない。企業が成長するためには多くの資
源が必裂である。資金、技術、マーケティング、白山守が総
合されて初めて企業経営が成り立つのである。今|司悶fiした
和歌山の製造諜は企業としての資似を持ち合わせている。た
だ不足するのは新製品開発プJ と版~プJ (技術とマーケティン
グ)である。企撲を『経営者側人Jではなく、『組織』でう
まく迎営していく能力も不足しているようである。この辺の
支援を総合的に組み立てられるなら、ペンチャーよりも遥か
に大きな効果が得られるものと思われる。
今lalの悶査で技術面では和歌山以の工業試験場の解{dliが非常
に高いという結果が山ている。 反師、 機能すら安1られていな
いものも多い。業舛間体、行政機関、大学、民間の機関、各
屈の交流会等の機能を総合的かっ有機的に機能させるならば、
和歌山の製巡業の情性の~Ü i活は吋他と臨信する。その最人;の
.ell由は、アンケー ト結呆から和歌山の製造業にはパイタリティー
あふれる経営イ庁が多いからである。
本プロジェク トの研修メンバーは次の通り
和歌山大学:森口佳樹、吉村典久、佐々木壮太郎
和歌山商仁会総所:宮本沼町、金谷好旗、凹中守成
和歌山社会経済研究所:崎山矧一、良川雅託、古Ism良 輔
、，????
?，?、
